平成30年度活動報告書
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1. 平成30年度の活動報告
a) SSCシンポジウム
第13回SSCシンポジウム血小板部会
「血小板減少時の血小板機能、抗血小板/抗凝固療法」

1. 全国ＩＴＰ患者統計からみた出血症状と血小板数の関連性
羽藤高明１）、島田直樹２）、冨山佳昭３）、村田満４）
１）愛媛大学医学部附属病院輸血・細胞治療部，２）国際医療福祉大学基礎医学研究センター，３）大阪大学医学部附属病院輸血部，４）慶應義塾大学医学部臨床検査医学

10年間の新規登録ITP患者21,811人の臨床調査個人票のデータを解析して、血小板数1万以下、60歳以上、血尿の存在が脳出血、消化管出血のリスクであることを明らかにした。

2. 血小板数低値の場合施行可能な血小板機能、活性化血小板の測定法
松原由美子１）、清水美衣２, 3）
１）慶應義塾大学医学部臨床研究推進センター, ２)名城大学薬学部環境科学研究室, 3）横浜市立脳卒中神経脊髄センター

　活性化血小板特異的抗体とフローサイトメトリーを用いた3カラーフローサイトメトリーのよる活性化血小板の検出法は、感度、特異度が高く、かつ微量検体でも測定可能であり、血小板減少患者の血小板機能評価に有用であることを報告した。

3. Flow cytometryを用いた慢性ITP患者の血小板機能解析
柏木　浩和１）、西浦　伸子１）、冨山　佳昭２）
１）大阪大学大学院医学系研究科血液・腫瘍内科学, ２）大阪大学医学部附属病院輸血部					　　　

　慢性ITP患者と健常人の血小板機能をFlow cytometryを用いた血小板凝集能検査により解析して、慢性ITP血小板は健常人血小板と比べ、同一サイズの血小板を評価した場合、アゴニスト、特にADPに対する反応性が低下している可能性があるが、血小板サイズが増大することにより、低反応性がある程度補填され、総合的な血小板凝集塊の形成能は健常人と同等もしくは亢進していることが推測されることを報告した。

4. 血小板減少時の抗血小板療法/抗凝固療法のアンケート調査
横山健次１）
１）東海大学医学部付属八王子病院血液腫瘍内科

　血栓止血学会員を対象としてアンケート調査を行い、3/4以上の医師が血小板数5万/μl以上であれば、適応のある症例では抗血小板療法/抗凝固療法を施行すべきであると考えていること、1/5以上の医師が、血小板減少時の抗血小板療法/抗凝固療法で出血性合併症または血栓症を経験したことなどを報告した。

2. 令和元年度の活動計画

　血小板減少患者の出血性合併症、血栓性合併症を解析する、血小板減少時の出血・血栓症リスクを評価することを目的として、様々な病態の血小板減少症患者の血小板機能をいくつかの方法で測定する、などの研究を行い、血小板減少時に抗血小板療法/抗凝固療法をどのように行うべきかを明らかにしていく。
